
 

瀬戸市道の駅の設置及び管理に関する条例をここに公布する。 

平成２２年６月３０日 

瀬戸市長 増 岡 錦 也 

瀬戸市条例第２７号 

瀬戸市道の駅の設置及び管理に関する条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条

の２第１項の規定に基づき、瀬戸市道の駅の設置及び管理に関し必要な

事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 地域の農産物等の展示販売等及び地域情報の発信等により地域産

業の活性化並びに市民及び来訪者（以下「入場者」という。）の相互の

交流の促進を図るとともに、道路利用者への良好な休憩の場及び道路情

報を提供するため、瀬戸市道の駅（以下「道の駅」という。）を設置す

る。 

（名称及び位置） 

第３条 道の駅の名称及び位置は、次のとおりとする。 

 ⑴ 名称 道の駅瀬戸しなの 

 ⑵ 位置 瀬戸市品野町１丁目１２６番地の１ 

（施設） 

第４条 道の駅を構成する施設は、次のとおりとする。 

 ⑴ 地域振興施設 

 ⑵ 情報提供施設 

 ⑶ 公衆便所 

 ⑷ 多目的広場 



 

 ⑸ 駐車場 

（開場時間） 

第５条 道の駅の開場時間は、次の表のとおりとする。 

区 分 開 場 時 間 

地域振興施設 午前９時から午後６時まで 

情報提供施設 

午前０時から午後１２時まで 
公衆便所 

多目的広場 

駐車場 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、特に必要があると認めるときは、

開場時間を変更することができる。 

（休場日） 

第６条 道の駅の休場日は、次の表のとおりとする。 

区 分 休 場 日 

地域振興施設 
１月１日から同月４日まで 

１２月３０日及び同月３１日 

情報提供施設 

なし 
公衆便所 

多目的広場 

駐車場 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、特に必要があると認めるときは、

休場日を変更し、又は臨時に休場することができる。 

 （入場者等の遵守事項） 



 

第７条 入場者及び第１３条の規定により承認を受けたもの（第９条にお

いて「入場者等」という。）は、道の駅の入場又は利用に当たっては、

この条例及びこれに基づく規則の規定を遵守しなければならない。 

（入場又は利用の制限） 

第８条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、道の駅

の入場又は利用を制限することができる。 

 ⑴ 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。 

 ⑵ 施設、設備、備品等（以下「施設等」という。）を損傷し、又は滅

失するおそれがあるとき。 

 ⑶ その他施設等の管理上支障があるとき。 

（損害賠償の義務） 

第９条 入場者等は、故意又は過失により施設等を損傷し、又は滅失した

ときは、その損害を賠償しなければならない。ただし、市長が損害を賠

償させることが適当でないと認めるときは、この限りでない。 

 （駐車場における事故等の免責） 

第１０条 駐車場における次の各号のいずれかに該当する損害については、

市は、その責めを負わない。 

 ⑴ 盗難による損害 

 ⑵ 自動車相互の衝突、接触その他の事故による損害 

 ⑶ 天災地変又は不可抗力による損害 

 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、本市の責めに帰さない事由により生じ

た損害 

（指定管理者） 

第１１条 市長は、道の駅の管理を法人その他の団体であって瀬戸市公

の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成１６年瀬



 

戸市条例第１６号）の規定により市長が指定するもの（以下「指定管

理者」という。）に行わせるものとする。 

（指定管理者が行う業務） 

第１２条 前条の規定により、指定管理者に行わせる業務は、次の各号に

掲げるものとする。 

 ⑴ 第２条に規定する目的を達成するための事業の実施に関する業務 

 ⑵ 施設等の維持管理に関する業務 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

（利用の承認） 

第１３条 施設を農産物等の展示販売等の目的で利用しようとするものは、

市長が定める利用の基準の範囲内において、指定管理者の承認を受けな

ければならない。 

 （利用料金） 

第１４条 前条の規定により利用の承認を受けたものは、その利用に係る

料金（以下「利用料金」という。）を指定管理者に支払わなければなら

ない。 

２ 利用料金は、次の表に定める額の範囲内において、指定管理者があら

かじめ市長の承認を得て定める。 

区 分 金 額 

市内産農産物（本市の区域内で生産

された農産物をいう。）の販売 

売上金額の１５％以内の額 

上記以外 売上金額の３０％以内の額 

３ 利用料金は、指定管理者の収入とする。 

４ 利用料金の収受等に関し必要な事項は、指定管理者があらかじめ市長

の承認を得て定める。 



 

 （利用料金の減免） 

第１５条 指定管理者は、市長が特に認める場合は、利用料金を減額し、

又は免除することができる。 

（委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から起算して９月を超えない範囲内において規

則で定める日から施行する。 

 （準備行為） 

２ 指定管理者の指定に関する手続きその他この条例を施行するために必

要な準備行為は、この条例の施行前において行うことができる。 
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